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目標
Goal: 意味役割タグつきコーパスの開発
Subgoal: 意味役割タグ体系の定義

Berkely FrameNet のアプローチを参考に

言語学と自然言語(情報)処理の融合
私は(いちおう)言語学者なので工学系の研究に関する
“勉強不足”は大目に見て下さい

“以前, 似たような話があったけど, うまくいかなかった” 
系の情報提供, 歓迎します



意味タグづけは可能か
率直に言って大変は大変だが, 理論的に不可能な
ワケではない (品詞タグづけが可能なのだから)
本質的な困難は意味タグ体系の定義

意味型ベースの意味タグ体系 (e.g., WordNet) 

は面白くないし, 強力な推論機構がないと実用
性に乏しい
意味役割 = 意味フレームの要素を基本にした
タグ体系 (cf. BFN)



意味フレーム分析の基礎
意味フレームとは幾つかのフレーム要素 (Frame 

Elements: FEs) からなる概念構造体
狭い定義: 意味フレーム = “状況”の理想化
広い定義: 部分/全体のような“構成関係”が定義し
うるものなら何でもフレーム. ただし,

状況レベルのフレーム
個体レベルのフレーム (= モノの構成, 構造; た
だし用途, 機能は含まず!)



分析例: “x が y を襲う”
F10: 台風<<自然災害(大型)による被害の発生

大型の台風が九州(の人々)を襲った
??大型の台風がインパラの群れを襲った

F01: 動物の捕食目的の攻撃
空腹のライオンがインパラの群れを襲った

???空腹のライオンが銀行を襲った
F03: 銀行強盗<<資源強奪<<ヒトのヒトへの攻撃

覆面の男が銀行を襲った
??覆面の男が九州(の人々)を襲った



意味フレームのラティス

意図性のある行動の結果

ROOT: Y
からみた害
の発生

A,B: 動物個
体の他個体へ
の攻撃

C,D: 厄災
の発生

B1: ヒトのヒ
トへの襲撃

F01,02: ヒト
の勢力争い

F(02,)03: 
資源強奪

F02: 軍事侵略

組員が敵対する組長を襲った

資源の乏しい国が隣国を襲った

F05: 虐待

F04: 強姦

覆面の男が銀行を襲った

通り魔が小学生を襲った

ストーカーが若い女性を襲った

A: ヒト以外
の動物の攻撃

F06: 捕食のた
めの攻撃

F07: 捕食のた
めでない攻撃

狼が子羊を襲った

スズメバチの群れが人を襲った

F09,10(,11): 
自然災害の発生

D: 異変
(厄)の発生

F11: 疫病の流行

高波が海水浴客を襲ったF09: 小規模

F10: 大規模 地震が東京を襲った

ペストがその町を襲った

大型の不況がその国を襲ったF12a: 活動への
打撃(大規模)

不安が彼を襲った

肺癌が働盛りの彼を襲った

より抽象的 より具体的

暴走トラックが子供を襲ったF08: 不慮の事故
の発生

C: 災害の
発生

F01: 武力抗争

F13,14,15: 
心身の異常の
発生

F13: 発病(非一時
的な身体の異常)

F14,15: 一時
的な心身の異常

F14: 発症(一時的な体の異常)

F15: 不快感(一時的な心の異常)
無力感が彼を襲った

痙攣が患者を襲った

C2: 人為災
害の発生

F07b: ナワバリ
争い

F07a: 自衛行動

サルの群れが別の群れを襲った

B: ヒトのヒト
への意図的攻撃

E: 動物の勢
力争い

F12: 活動へ
の打撃

F12b: 活動への
打撃(小規模) 不渡りがその会社を襲った

“XがYを襲う”の
階層フレームネットワーク 

B2: ヒトのヒ
トへの襲撃

最下位フレームは青で，
事例は黄色で区別した



意味役割ベースのタグ体系
意味役割 = フレーム要素名 (cf. 表層格フレーム辞
書項目)

F06: 捕食のための攻撃 = {捕食者, 獲物, ...}
F03: 資源強奪 = {強奪者, 資源保有者, ...}
F10: 自然災害 = {台風, 都市, ...}

意味フレームと(表層)格フレームは外延が一致する
両者は遺伝子型と表現型のような関係にある



意味フレーム分析の多次元化
意味役割の多型性の問題

名詞句の担う FE は一文に一つではない
単純な意味フレーム分析 (cf. BFN) の限界

多層意味フレーム分析 (Multilayered Semantic 

Frame Analysis: MSFA) の特徴
一文内での意味フレームの統合を記述し, 文
の理解内容を記述する
理解内容と知識構造との結びつきを重視



MSFA の思想
統語記述と意味意味の思い切った切り離しが必要

順序に影響されない性質は, 統語的性質ではない
統語から意味を考え, 意味構造の記述可能性を
“縛る”のは自滅的

“意味役割は少ないほどよい”と考えるのは統語
中心の盲目

記述内容の思い切った具体化が必要
理解内容を統語上の制約にあわせて矮小化せず
に明示化するための記述フォーマットを提供



意味フレーム分析の多次元化
1. 意味フレームは言語的な単位ではないので, 一文

に幾つ結びついていても良い. ただし,

2. 文 s の形態素 m はどれも, 少なくとも一つのフ
レーム f のフレーム要素 fe を実現する

3. どの形態素も, 異なるフレームごとに異なる意味
役割をもっていてよい

4. どの形態素も, fe を実現しているフレームの数は
多いほどよい



意味タグづけ例 1
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意味タグづけ例 3
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意味フレームの統合の効果
意味フレームの含意関係を利用すれば，全部を意
味タグづけする必要はない

データベース内部での推論?
ただ，詳細に関しては大いに検討の余地アリ

フレーム間の推論をどう表現するか?
フレームの体系をクラス/インスタンス階層で
表現されたオントロジー体系と見なすと ...



大型の台風が ...
自然言語文

意味フレームをクラスとする階層ネットワーク

F10: <国>

国境

地域

領土

F7: <働きかけ>
F15: <区別>

F14: <分割>

外部

F11: <生物の棲息>

F9: <ヒトの居住>

F4: <経路>

F2: <経路移動>

F1: <発生>

F6: <被災>

F13: <収容>

F3: <移動>

F5: <加害>

九州

襲っ

台風

が

た

大型

の

を

移動体

経路

起点

着点

通過点

発生体

発生地

規模

居住者

居住地域

居住設備

被災者

被災地域

災害の原因

!

!

!

!

起点

着点

経過点

収容器

収容物

移動体

軌道

許容量

被害体

加害体

!

境界

内部

棲息主

棲息地域

巣

!

F12: <地域>

境界

許容量

存在物

!

!

!

影響源

被影響体

非該当

条件

該当

!

!

F8: <経験>

経験内容

経験体

!

被害内容

形態素 M の意味が意味役割 
R に対応することを示す 

A IS-A B 関係: 意味役割 A 
が(より抽象的な)意味役割 B 
を実現することによる[存在

論的]含意を示す 

A B

M R

!



空腹のライオンが ...
自然言語文

F12: <死亡>

F13: <状態変化>

F14: <使役>

F10: <選択>

F8: <狩り>

F1: <感覚>

F2: <経験> F3: <欲求の満足>

F4: <食物摂取>

食物摂取者

手段

食物

F19: <活動>

活動者

F9: <捕食>

F5: <集団化>

F6: <自衛>

インパラ

を

襲っ

ライオン

が

行動者

目的

自衛者

手段

外敵

た

F7: <攻撃>

攻撃者

標的

目的

感覚者

目的

内容

目的

捕食者

獲物

手段

経験者

経験内容

獲物の種類

空腹

の

群れ

欲求

狩り手

獲物

手段

選択者

候補

選択項目

選択理由

目的

感覚主

F11: <殺害>

殺害者

犠牲者

目的

死亡体

死因

F16: <逃亡>

逃亡者

逃れた危険

非選択項目

F17: <生存>

生存者

手段

F15: <非生存>

非生存者

理由

使役者

起こした事態

形態素 M の意味が意味役割 R 
に対応することを示す 

A IS-A B 関係: 意味役割 A が
(より抽象的な)意味役割 B を実
現することによる[存在論的]含

意を示す 

A B

M F

変化体

初期状態

結果状態

意味フレームの階層的ネットワーク

A IS-A B 関係: 意味フレーム A 
が意味役割 B を実現すること
を示す． B は{目的, 手段, ...} 

A B

の

感覚内容
手段

F18: <非活動>

非活動者

内容



課題
作業手順の確立と，そのマニュアル化
現実的に作業可能な(しかし手抜きでない)意味フ
レームの粒度，精度の見極め
作業ツールの開発
既存の言語資源 (EDR, IPAL, 格フレーム辞書) の
流用による作業の効率化，利用価値の拡大
機械学習を利用した(半)自動化は先の先
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